









今回の東日本大震災の特徴として 4 つ挙げられます。その 1 つは「巨大」さです。具体的には、約
500km にわたる震源域とマグニチュード 9.0 ものエネルギー放出がありました。阪神・淡路大震災は
震源域約 30km、マグニチュード 7.6、四川大地震は震源域約 300km、マグニチュード 8.0 の規模でし
たので、これらと比べると、巨大な地震であったことがうかがえます。
2 つ目は、「広域」であったことです。この災害による被災市町村は 300 を超え、また、津波によっ









う現状です。具体的数値で見ると、阪神・淡路大震災では最初の 1 カ月で 1 日当たり約 20,000 人の
ボランティアが訪れ、支援をしていただきましたが、東日本大震災では 1 日当たり約 2,000 人、連
休中（5 月 3 日）にようやく 1 日当たり 10,000 人を超えました。しかし、連休明けには 1 日当たり









資が届かずに震災関連死が 1 週間で 530 人にものぼりました。これは阪神・淡路大震災の 2 ～ 3 倍
のペースになります。このような事態を防ぐためにも、法律改正や超法規的措置を講ずることがで
きる仕組みを速やかに確立する必要があります。
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新井　淳一　氏 （日本経済研究センター会長、日経 GSR 研究会会長）
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一方井氏 : 天野先生との出会いは、天野先生が平成 3 年に環境庁中央公害対策審議会部会委員に就か
れた時、事務局側の人間として一緒に仕事をさせて頂いたのがきっかけである。私は一度、天野先





































（報告 : 総合政策研究科 D3　飯塚　恵子）
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長谷川司（総合政策研究科D3） 遊覧バスの車窓に映った昭和の宮崎 - 昭和 7
（1932）年の乗務員テキストの読解 -
呂茜（総合政策研究科D1） 都市コミュニティとしての「両側町」








林由貴子（総合政策研究科M2） マルティン・ルターにおける政治思想 ― 先行
研究の考察 ―
平岡裕也（総合政策研究科M2） 自分を死に追いつめる心はどこからくるのか









石飛全（総合政策学部 3年 : 今井ゼミ）他 6名 外来種との共存
吉田和史（総合政策学部 3年 : 今井ゼミ）他 6
名
KSCビオトープ推進計画
松村寛一郎（総合政策学部准教授） Climate Conditions and Their Impacts on Global 
Crop Yield
栗巣裕人（総合政策学部 4年 : 松村ゼミ） The relationship between an active fault and the 
price of land
山城千鶴（総合政策学部 4年 : 鎌田ゼミ）他 4
名
私語と公共性 ―私語のない教室へ―
荒川知佳（総合政策学部 3年 : ティヘリノゼミ）
他 1名
次世代ゲーム機の可能性
奥田健太郎（総合政策学部 3年 : ティヘリノゼ
ミ）他 1名
次世代ゲーム機の展望
粕谷麻衣（総合政策学部 3年 : ティヘリノゼミ）
他 1名
映像音声認識の視覚化
兼松康介（総合政策学部 3年 : ティヘリノゼミ）
他 1名
Facebook の効用性
黒田智博（総合政策学部 4年 : ティヘリノゼミ） Kinect を使ってなりきる
高井翔平（総合政策学部 3年 : ティヘリノゼミ）
他 1名
Android は iPhone に勝てるのか ?
中野宏美（総合政策学部 3年 : ティヘリノゼミ）
他 1名
ニューテクノロジーの必要性
ニジャットウメル（総合政策学部 3年 : ティヘ
リノゼミ）
スマートフォンのコンテンツビジネス可能性




（報告 : 総合政策研究科 M2　沈　治年）
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